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西予福子発第155号 

令和６年７月31日 

総務部総務課長 

       山崎 徳博 様 

 

福祉事務所子育て支援課長 末盛 桂子 

 

会  議  要  録 

名 称 西予市幼保連携型認定こども園移行委員会 

事 務 局 

西予市福祉事務所 子育て支援課  

電 話 0894-62-6551 

ＦＡＸ 0894-62-6564 

開 催 日 時 令和６年７月５日(金) 19：00～20：30（90 分） 

開 催 場 所 西予市役所 野村支所 ３階大会議室 

出席者 

（敬称略） 

議 長 上甲 和也 

委 員 

上甲 和也   学識経験者（委員長） 

古田 富子   学識経験者（副委員長） 

宇都宮 卓治  野村保育所保護者会 会長 

和氣 麻絵   野村幼稚園ＰＴＡ 会長 

山本 小春   惣川幼稚園ＰＴＡ 会長 

中野 増美   野村地区民生委員・児童委員（主任児童委員） 

水本 繁幸   惣川地区民生委員・児童委員（地区副会長） 

出席委員 ７名 

西川 博幸   野村小学校 校長 

欠席委員 １名 

事務局 

長野 静香   福祉事務所長 

土居 文人   野村支所長 

宮中 英希   教育総務課 課長 

尾上 千恵   野村保育所 所長 

酒井 有見子  野村幼稚園 園長（兼）惣川幼稚園 園長 

三好 みちよ  認定こども園しろかわ保育所 所長 

岡本 八重   俵津保育所 所長 

上甲 奈美   スマイル保育園 園長 

末盛 桂子   子育て支援課 課長 

兵頭 栄治   子育て支援課 課長補佐 

播間 真理子  子育て支援課 幼児保育係 係長 

紀熊 太智   子育て支援課 幼児保育係 

 総計 12 名 



議事内容(要旨) 

１. 開  会    進行 子育て支援課 兵頭 栄治 

２．委員長あいさつ    委員長    上甲 和也 

３. 福祉事務所長あいさつ 西予市福祉事務所長 長野 静香 

４. 委員会設置目的及び所掌事務 事務局より説明 

５．委員及び事務局自己紹介 

６．協議・報告事項 

 

（１）認定こども園移行後の施設名称について 

   ・事務局より、配布資料に沿って報告 

   （質疑なし） 

（２）認定こども園移行に向けた保護者説明会の開催について 

・野村保育所長より、教育保育方針及び目指す子ども像

について、説明 

   ・事務局より、保護者説明会で使用する資料について、

説明 

 

（質疑） 

A 委員：昨年度３月に移行委員会が開かれる予定だったようだ

が、何故開かれなかったのはなぜか。 

事務局：当初は３月頃に開催したいということで、準備をして

いたが、こちらの事務局の段取り不足がありこの時期

の開催になってしまったことをお詫び申し上げる。 

B 委員：事前に質問の準備などができない。もう少し事前の説

明や、細かく教えてもらうとか、そういったことをし

ていただければと思う。 

事務局：おっしゃられる通り。ご意見をくみ取ることができな

かったこともあったと思う。今後も皆様の意見を頂き

ながら進めていきたいと考えている。 

C 委員：幼稚園と保育所の長所を引き継いでいくと書いている

が、その長所というのは何か教えて頂きたい。 

事務局：幼稚園は、遊びを重要な学習としてとらえている。幼

稚園教育要領の中で、遊びの理解と先生たちの援助と

を重要視している。様々な体験活動をさせながら、子

ども達の遊びの中での学びを、先生方もしっかりと見

つめて、子ども達の育ちをそういう観点から見ていく

というのが幼稚園の良さだと思っている。保育所とい

うのは多様な家庭環境の中で、長時間保育所に居る子



どももいる。長い子は 11 時間など。養護という部分は

大きいと思う。小さいこども達と年長児さんが安全に

健康に過ごすということと、幼稚園の、遊びをしっか

りと体験しながら学びとしてとらえていくということ

を組み合わせていきたい。 

事務局：幼稚園の耐用年数も大分古くなっているというところ

と、出生数の数や、将来性を考えた上での統合移行と

いう判断。長所短所の紹介というのは資料にないため

次回保護者会資料を提出する。 

C 委員：バスの件について、納得していない保護者もいる。幼稚

園の時と同じようにはできないというのであれば、そ

うはっきりと言って頂く方が、皆気持ちよく統合後の

ことを分かってもらえるのではないかと考えている。 

事務局：幼稚園のスクールバスについては、小学校の登下校の

際に活用した幼稚園児の送迎も行っている。現在は２

つのコースがあり、河成大和田コースと渓筋のコース

があると聞いている。利用者数は 12 名で、その内行き

の利用者が 6 名となっている。これまで、幼稚園のス

クールバスについては保護者の皆様から残してほしい

との声を頂いている。これまで利用していたのに何故

利用できないのかというのも理解できる。しかし、同

じ設備・施設に通いながら幼稚園の１号の方と保育園

の２号の方で、異なる公共サービスとなってしまうこ

とから、幼稚園のスクールバス運行については令和７

年３月までとさせていただくことでお願いしている。 

A 委員：バスがなくなるということで驚いている方も多い。代替

案をということでお願いはしているが、持ち帰り持ち

帰りということで、はっきりとした案というのがない。 

    利用する親としてファミサポは不安に思うことも多

い。狭い地域の中では、かえってマッチングをキャン

セルし辛いのもある。 

バスは、１号さんがだけにこだわっているわけではな

い。１号さんも２号さんも、地域の人でもみんなが使

えるという形で構わない。例えば、地域が出している

バスなど。仮にファミサポを使うのであれば、安全面

はどうなっているのだろうという思い。他に方法が出



ているのか、案があるのであれば教えてほしい。 

事務局：市の公立園で 1 号の方２号の方、共に乗れるバスを運

行している例はなく、実施するにはハードルが高い。

これまで、スクールバスは無理だと説明させてもらっ

ている。もう少し保護者会までに色々お話を聞かせて

もらいたい。現段階では既にお答えしている通りの回

答になってしまう。 

    ファミサポについては、市の方で保険には入っている

ので、保証自体はある。また、利用料金についてはお

支払い頂くものだが、非課税の一人親など一部減免の

対象もあるところなのでご紹介させていただく。 

A 委員：スクールバスの利用者は 12 名だがどんな人数でも大切

にして頂きたい。野村町は広いが、それでも幼稚園に

通いたいと思っている親がいるということ。 

A 委員：幼稚園では、親が参加する行事も沢山あり、それを楽し

みに、子どもの成長を見る機会だと思って入っている。

保護者の意向であって、新しい園になった時に先生方

が無理というのであれば仕方がないが、保護者の意向

としてはこのままでやっていきたいという考え。資料

の中の行事についての説明で、参観日が何回行っても

らえるのか、運動会の形なども説明してもらいたい。 

事務局：プロジェクトチームの下に作業部会を設立し、話しを

しているところ。資料の中にも回数を載せたいと思う。

ここに記載している内容も、実際に動きながらの調整

が入ると思う。最終の確定した内容ではないというこ

とはご理解頂きたい。 

C 委員：先ほどの説明で、幼稚園は学校給食だが、この維持とい

うのは難しいとのことだった。今後は民間業者の方に

委託するということか。 

事務局：今現在野村幼稚園、惣川幼稚園は小学校の方の給食セ

ンターから給食の提供を受けている。野村保育所では、

自園調理で作って頂いている。 

惣川幼稚園の方は、今と変わらず給食センターの方か

ら給食提供という形になる。野村の認定こども園につ

いては、認定こども園内の自園調理という形に変わり

はない。しかし、今までは市の栄養士が現場の調理師

と連携を取って献立作成と栄養管理を行っていたが、、

昨年 11 月から市の栄養士ではなく、外部の民間事業所

の方に献立・栄養管理の方を委託している。 

D 委員：今日の資料などは西予市のＨＰなどに掲載はできない

か。保護者が説明会に参加できればいいが、参加でき



なかった人にも分かる様に何か掲載して頂けるといい

のかなと思う。 

事務局：コドモン通して、会議の資料等配信していく。その際

には、また保護者の見やすい資料に整えて提示できる

よう、尚且つ全過程に配信できるようにする。 

A 委員：一部の保護者の中では、幼稚園組はそのまま１つのクラ

スになると思っている方もいる様だ。 

    一日の流れは記載して頂いているが、もう少し分かり

やすくしてもらったらいいのかなとは思う。 

    牛乳の件も、幼稚園の給食はありがたい。小学校への

移行がスムーズに出来たという保護者もいる。一応、

これらも伝えておく。 

事務局：配置については、１号と２号を別けることは考えてい

ない。混在のクラスにする予定。 

 

（３）その他 

（質疑・意見なし） 

７．閉会 西予市子育て支援課 課長 末盛 桂子 

 

(概要) 

 

・西予市幼保連携型認定こども園移行委員会は、野村幼稚園と野村保育所を統合し、

新しく設置する幼保連携型認定こども園の名称、教育・保育の方針や環境、その他

新しい園づくりに関し必要と認められる事項について協議を行う。 

委員は、保護者代表者３名、小学校長１名、民生児童委員２名、学識経験者２名、

計８名の委員で構成する。 


